
事業の実施について

１．建造物保存修理事業

（1）保存修理事業費

二荒山神社

東　照　宮

輪　王　寺

２．文化財建造物彩色及び漆塗技能者の研修を行った。

・彩色研修

平成29年7月10日～10月24日（内、10日間）

　８名

　5,517,651円

・漆塗研修

平成29年9月25日～平成29年11月13日（内、12日間）

　６名

　8,499,556円

３．下記の防災設備維持事業を直轄で実施した。

　　　二社一寺防災設備

４．世界遺産日光二社一寺全域の三次元レーザー計測による形状記録保存環境保全（危険木対策）

５．高精細スキャナーによる二荒山神社・東照宮・輪王寺大猷院の襖絵、壁絵、建具絵の複写・建造物害虫駆除方法の策定について（平成26年度より継続）

６．日光における、漆塗、彩色、金具、木工の施工法・仕様・伝統材料等に関する教材的映像

記録製作

独立行政法人東京文化財研究所並びに国立大学法人京都大学との共同研究

平成25年度より平成29年度まで外注により継続（平成29年度は総集編」を製作）

研修経費 〔国庫補助金　5,232,000円　　負担金　285,651円〕

１９７，４５０，０００円

４００，０００，０００円

８００，０００，０００円

研修場所

国宝・重文指定建造物周辺樹木の倒木及び枝の折損による建造物破損を防止する為、平成
26年度の調査を基に、前年度に引続き、該当する樹木の伐採、枝払い、支柱掛け、ワイ
ヤー掛け、避雷針の整備等を行った。

① 実技　手板に生彩色を施した。
② 講義　有識者による講義とともに修理現場等の見学を行った。

平成29年度　事業報告　（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

　（公財）日光社寺文化財保存会　作業棟、他

期　間

研修内容

研修人員

研修経費 〔国庫補助金　8,000,000円　　負担金　499,556円〕

期　間

研修場所 　（公財）日光社寺文化財保存会　作業棟

研修人員

研修内容 　実物大斗栱付き虹梁の建築模型を作り本直し工法を施した。
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